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鷲
わし

のタマゴ 

 

むかしむかし、ある村
むら

に年
とし

をとった百 姓
ひゃくしょう

がいて、美
うつく

し

い一人
ひとり

の娘
むすめ

をもっていました。田植
た う

えの頃
ころ

に苗代
なわしろ

を見
み

まわっ

ていると、蛇
へび

が小
ちい

さな蛙
かえる

を追
お

いかけて、苗代
なわしろ

を荒
あら

していま5 

した。 

「蛇
へび

よ、もうやめろ。おれの娘
むすめ

をお前
まえ

にあげるから」と

百 姓
ひゃくしょう

は言
い

いました。すると、蛇
へび

は追
お

うのを止
や

めておとなし

く帰
かえ

って行
い

きました。そうしてその晩
ばん

から、立派
りっぱ

な若
わか

い男
おとこ

が

娘
むすめ

のところへ、夜
よる

遅
おそ

く来
き

て朝
あさ

早
はや

く帰
かえ

るようになりました。10 

それがどういう人
ひと

かよく分
わか

らないので、お爺
じい

さんは気
き

にかけ

ていましたが、ある日
ひ

家
いえ

の前
まえ

を一人
ひとり

の見
み

たことのない易者
えきしゃ

が

通
とお

って行
い

くので、その人
ひと

を呼
よ

んで、占
うらな

いをしてもらいました。

その易者
えきしゃ

は、「この娘
むすめ

はただの人間
にんげん

でない者
もの

を婿
むこ

に取
と

って、

人間
にんげん

でない者
もの

の子
こ

を持
も

っているから、近
ちか

いうちに死
し

ぬかも知
し

15 

れない。けれども助
たす

かる方法
ほうほう

がみっつある。裏
うら

の山
やま

の大木
たいぼく

の

上
うえ

に、鷲
わし

が巣
す

を作
つく

って今卵
いまたまご

をみっつ産
う

んでいる。あれを婿
むこ

に

頼
たの

んで取
と

ってきてもらって、娘
むすめ

に食
た

べさせてみたらいいだろ

う」と言
い

いました。そこでその晩
ばん

に来
き

た婿
むこ

に鷲
わし

の卵
たまご

が食
た

べた

いという話
はなし

をしますと、快
こころよ

く承知
しょうち

をして取
と

りに行
い

ってくれ 20 
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田植え=Pflanzung von Reis; 苗代=Reispflänzchen 
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気にかける=besorgt sein 

見たことのない=noch nie gesehen, fremd; 易者=Weissager 

占い=Wahrsagerei 

婿に取る=jmdn. zum Bräutigam nehmen 

近いうちに=im kürzen 15 
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ましたが、その時
とき

はちゃんと蛇
へび

の姿
すがた

をしていたそうでありま

す。そうしてふたつの卵
たまご

を口
くち

にくわえて来
き

て、みっつ目
め

を取
と

りに行
い

ったときに、鷲
わし

の親
おや

はその蛇
へび

をつついて殺
ころ

してしまい

ました。お爺
じい

さんが家
いえ

に帰
かえ

ると、昨日
きのう

の易者
えきしゃ

がまた来
き

ていて、

この話
はなし

を聴
き

いて、「それではもう娘
むすめ

さんは助
たす

かった。これ5 

からは三月
さんがつ

三日
みっか

に、酒
さけ

の中
なか

へ桃
もも

の花
はな

を入
い

れて飲
の

ませなさい。

そうすればますます元気
げんき

になります。私
わたし

はあなたに命
いのち

を助
たす

けられた、小
ちい

さな蛙
かえる

なのです。」と言
い

って、ぴょんぴょんと

どこかへ飛
と

んで行
い

きました。それから、三月
さんがつ

の三日
みっか

には人
ひと

が桃
もも

の酒
さけ

を飲
の

むようになったのです。 10 
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三月三日=der 3. März1 5 

 

                                                      
1 Der 3. März ist ein spezieller Tag in Japan. Der Tag ist bekannt als Tag 
der Mädchen bzw. Tag der Pfirsiche. An dem Tag wird die Wohnung, in 
der kleine Mädchen wohnen, mit einem traditionellen Puppen-Altar 
(Hina-Ningyo) geschmückt, der eine Hochzeit der Adligen im Mittelalter 
darstellt. Pfirsich-Likör wird getrunken und gesundes Aufwachsen und 
Erwachsenwerden der Mädchen werden gewünscht. 

Hina-Ningyo 


